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令和６年度 第１回 岐阜県内水面漁場管理委員会 議事録 

１．開催日時 

  令和６年６月１２日（水） １３：３０～１４：４５ 

 

２．開催場所 

  県庁１７階 １７０２会議室 

 

３．出席者 

  委員の定数 １３名 

  出席委員  １２名 

  漁 業 者 代 表：酒向貞夫、渡邊秀明、山上一男、安藤宗一、小森一美、林勝久 

  遊 漁 者 代 表：長尾伴文、町野親生 

  学識経験者代表：池谷幸樹、伊藤健吾、小林由紀子、溝口智子 

（※小森一美、林勝久は辞令交付式後に出席） 

４．議題 

議第１号  漁業者代表委員の辞任同意について 

議第２号  岐阜県内水面漁場管理委員会事務規定の改正について 

議第３号  岐阜県内水面漁場管理委員会の事務局長及び書記の任免について 

議第４号  遊漁規則の一部変更について（諮問） 

議第５号  揖斐川上流部における採捕禁止に係る委員会指示の適用除外の内容変 

更について 

報告事項  ニジマス流出事案に関する報告 

その他 

 

 ５．議事の経過 

別添のとおり 
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会 議 録 

発 言 者 発言内容 

開 会 

事 務 局 本委員会定数１３名中１０名の出席であり、岐阜県内水面漁場管理委

員会事務規定第６条で定める「過半数の出席」を満たしていることを報

告。    

会   長 議事録署名者を依頼。 

議第１号  漁業者代表委員の辞任同意について 

事 務 局 漁業法第１７３条で準用する第１４１条の規定に基づき、岐阜県知事

に辞任届を提出した２名の委員の辞任同意について諮るもの。辞任理由

は、漁業協同組合の代表理事組合長を辞することとなり漁業者を代表す

る立場で意見を述べることが出来なくなったため。 

原案のとおり承認された。 

 

事 務 局 令和６年６月１２日付で本委員会の委員を解任された２名に代わり、

新たに２名の漁業者代表委員が任命されたため、本委員会会議の出席者

が１２名となり、岐阜県内水面漁場管理委員会事務規定第６条で定める

「過半数の出席」を満たしていることを改めて報告。 

 

議第２号 岐阜県内水面漁場管理委員会事務規定の改正について 

事 務 局 岐阜県内水面漁場管理委員会事務規定第１７条の規定に基づく、当委

員会の事務規定の改正。 

改正理由は、県の組織改正に伴い、「里川振興課水産振興室」が「里

川・水産振興課」に名称変更となったことによるもの。 

【内容】 

第２条及び第１８条の「里川振興課水産振興室」を「里川・水産振興

課」に変更。 

原案のとおり可決された。 

 

議第３号  岐阜県内水面漁場管理委員会の事務局長及び書記の任免について 

事 務 局 岐阜県内水面漁場管理委員会事務規定第 3条第 3項の規定「事務局長

及び書記は、委員会で任免する。」に基づく事務局長、書記の任免。 

【内容】 

事務局長から桑田知宣を解任し、伊藤雅志を任命、書記から大原建

一、下村雄志を解任し、桑田知宣、藤井亮吏、神子高弘彪を任命するも

の。任免理由は県の人事異動による。 
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原案のとおり可決された。 

 

議第４号  遊漁規則の一部変更について（諮問） 

事 務 局 漁業法第１７０条第４項に基づき岐阜県知事から内水面漁場管理委員

会に諮問されたもの。遊漁規則の変更については、漁業法第１７０条第

５項の規定により、「遊漁を不当に制限するものでないこと。」及び「遊

漁料金の額が増殖及び管理の費用に比して妥当なものであること。」が認

可要件。 

申請漁業協同組合は、和良川、庄川の２漁業協同組合 

〇各漁協の変更内容 

・内共第３３号 和良川漁協 

【変更内容】 

禁止区域の廃止、新設 

【変更理由】 

制定認可申請の際の禁止区域の誤りを修正するもの。 

【妥当性】 

行使規則の禁止区域と同じ区域を設定するものであり、遊漁を不当に

制限するものではない。 

・内共第４６号 庄川漁協 

【変更内容】 

禁止区域の延長 

【変更理由】 

御母衣ダム河川維持放流の放水口まで禁止区域を延ばすもの。 

【妥当性】 

行使規則の禁止区域と同じ区域を設定するものであり、遊漁を不当に

制限するものではない。 

「意見及び異議なし」と答申することを議決 

 

議第５号 揖斐川上流部における採捕禁止に係る委員会指示の適用除外の内容変更につ

いて 

事 務 局 揖斐川上流部に適用されている水産動物の採捕禁止に係る委員会指示

について、徳山ダム管理所から令和６年３月２９日付岐漁管委第２５号

で承認した適用除外の内容の変更申請があり、その是非について審議す

るもの。 

【変更内容】 

採捕従事者の変更 
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【妥当性】 

本申請による調査は今後、当該漁場に漁業権を設定することになった

場合に、漁場計画策定に係る科学的根拠になりうるものである。また調

査に必要な調査人員の確保を図るものと認められる。 

原案のとおり可決された。 

 

報告事項  ニジマス流出事案に関する報告 

事 務 局 ニジマス流出事案について検証結果と再発防止策の検討について説明

を行った。 

委 員 専門家以外にも一般市民の意見も取り入れていくべきではないか。 

事務局 再発防止策の検討のなかで、地元の団体の意見を事前に聞き取るよう

にすることを考えている。申請されると漁業法に基づく認可しかできな

いため、申請前の事前協議として考えている。 

委 員 再発防止策と言っているが、ニジマスが逃げるのを０にすることはで

きない。ニジマスの利用前提ではなく、ニジマスの利用が必要である

か、ニジマスに頼らないアマゴやイワナといった在来種を活用した漁場

づくりができないか検討いただきたい。 

事 務 局 在来魚種の活用について検討する。 

委 員 再発防止策について今後はどのように進めていくのか。 

事 務 局 再発防止策は現在検討している段階であり、しかるべきタイミングで

発表していく予定である。同時に漁協への説明や指導を行っていきた

い。 

委 員   県ではコクチバス対策に力を入れている一方で、今回のニジマスやオオ

クチバス等、他の外来種問題については進められていない現状である。こ

のような場で今後のことを議論していけるとよい。 

事 務 局  承知した。 

閉 会 

事 務 局  会長が挨拶し、閉会を宣言。 

 


